

































る。例えば Riffe & Stovall (1989) は，チャレンジャー号の爆発事故ニュースを
知ってより動転した人々は，そうでない人々よりも最終的に他者とニュースに
ついて，より話しをしたことを明らかにした。コロンビア号事故のニュース普










tion) 以上に利他的動機 (altruistic motivation) によって人々にニュースが伝えら
れていたことが明らかになった。すなわち，不安の解消や不協和低減といった
個人的な欲求のためだけでなく，他者の関心や欲求のためにニュースは伝えら























































































































したケネディ大統領暗殺事件のニュース (Greenberg, 1964) や９０分で９０％に
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